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　ヒューマンマシン間の自然な対話の実現を目指し，顔表情から感情を推定する手法に関する研究を行っ
ています（HCI: Human Computer Interaction，MMI: Man Machine Interaction）．情報機器の利用環境
やニーズが多様化する中，今後のシステム開発（コンピュータ，ロボット，機械）は「もっと人を“理
解”する」方向へ進んでいくと考えます．
　表情は，意図・感情といった人間の内面に湧出する情報を表現し，会話中の意思の伝達に大きく寄与し
ていることが報告されています．表情から利用者の感情を推定することにより，“個々人が手応えを感じ
るインタフェース”の提供が可能になると考えています（機械・ロボットへの人間の認知機能の実装）．
　認知とは，人間が外界の対象を知覚し，それが何であるかを判断、解釈する過程を言います．本研究で
は顔の認知を対象とし，「顔から言語情報を抽出する方法（センシング）」と「得られた言語情報を非言
語情報（感情など）に結び付ける方法（知能化）」を明らかにし，機械・ロボットの知能がどうあるべき
かを追及したいと考えています．
　なお，顔表情以外にも口唇の動やジェスチャを用いたヒューマンマシンインタフェースに関する研究も
実施しています．

【主なテーマ１：　顔表情を対象とした感情の定量化手法に関する研究】
　人間の顔表情は意思・感情の伝達手段として重要な役割を果たしており，人とロボットの円滑なコミュ
ニケーションを実現するための一手法として注目されています．本研究では顔表情の物理的変化量と認知
される感情の心理的変化量を定量的に対応付ける特徴空間の生成手法について研究しています．

【主なテーマ２：　適応的学習機能を有する表情認識モデルに関する研究】
　表情認識モデルが長期的に高い頑強性を維持していくためには，初期に生成した識別器が時間経過に伴
い進化，適応していく必要があります．本研究では表情認識過程で新たな知識を追加獲得し，過去の知識
を更新していくことが可能な適応的学習機能を有する表情認識モデルについて研究しています．

【技術要素】　ロボットビジョン，画像処理，パターン認識，機械学習
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研究の独自性・アピール点

環境・健康関連，基礎科学技術（計測手法）
ヒューマンマシンインタフェース，顔画像処理，表情認識，学習（ニューラルネットワーク）

期待される成果・波及効果

（１）ロボットと人間のコミュニケーションの多様化（より高度な人間の認識・理解）

（２）顔の動き（表情，口唇の動き等），ジェスチャ等を用いたヒューマンマシンインタフェース（福
祉，特定環境への応用）
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（１）従来，心理学の分野で研究されてきた顔認知（感情の定量化）を工学的手法により実現しようとし
ている点．

（２）人間の学習プロセスに沿った適応的な学習メカニズムを実現しようとしている点（追加学習・再学
習処理による自律的な識別器の性能向上）．
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